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化学修飾ゾルゲル法を用いて， 薄膜センSnO2

(CO)サの作製を行い，その微細構造と一酸化炭素

ガスに対する検知特性について報告した．化学修

飾ゾルゲル法を用いることにより， 薄膜のSnO2

＊ 窯業研究室材料開発グループ

＊ 窯業研究室伊賀分室＊

組織が微細化し，平均粒径 以下の非常に細10nm
かい均質な粒子からなる薄膜の作製に成功した．

本研究で得られた 薄膜センサは ガスにSnO CO2

対して非常に高い感度を示した ．これは，(S=565)
化学修飾剤を添加しないセンサ薄膜の約 倍の12
感度であり，化学修飾剤を添加したことによる組

織の微細化の効果と考えられる．

Fabrication of -Spodumene Based Matrix Compositesβ

with ZrB Dispersions2
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β スポジュメンに導電性の を分散させ- ZrB2
ることにより，誘導加熱でも発熱可能な複合材料

の開発をめざした．

・ ・ の理論組成になるように調Li O Al O 6SiO2 2 3 2

-合を行い，溶融，急冷，粉砕，熱処理を行いβ

10スポジュメンを得た．βスポジュメンに対し

＊ 窯業研究室材料開発グループ

＊ （財）ファインセラミックスセンター＊

～ の を添加し，エタノール中でボ50 vol% ZrB2

ールミル混合した．その後 成形を行い，CIP
のアルゴンガス雰囲気， ℃， 時間0.1MPa 1340 1

の条件で焼成を行い， 分散βスポジュメンZrB2

基複合材を作製した．

この複合材は，パーコレーション効果により，

の添加量の増加に伴い，抵抗率が指数的にZrB2

減少し， 以上において， Ω オーダ30 vol% 10 cm-4

ーになることがわかった．
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